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ま
し
て
は
、
す
が
す
が
し

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

い
新
年
を
ご
家
族
お
揃
い

び
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
か
ら
９
カ
月
が
経
過
し

未
曾
有
の
東
日
本
大
震

の
こ
も
っ
た
ご
支
援
な
ど

ま
し
た
。
義
援
金
や
真
心

た
だ
い
た
多
く
の
温
か
い

こ
れ
ま
で
に
皆
様
か
ら
いて

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
心
遣
い
に
対
し
、
改
め
て、

市
勢
の
伸
展
に
ご
尽
力

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、に

対
し
、
心
よ
り
厚
く
御

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
に

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
っ
て
も
大
震
災
の
影
響

さ
て
、
昨
年
は
、
何
と

り
ま
し
た
。
市
と
し
ま
し

を
強
く
受
け
た
１
年
で
あ

て
は
、
３
月
11

発
生
後
直
ち
に
喜
多
方
市

日
の
地
震
発設

置
し
、
関
係
機
関
や
市

地
震
災
害
対
策
本
部
を
設た

だ
き
な
が
ら
対
応
を
行

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
たれ

ま
で
、
避
難
所
を
設
置

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ入

れ
を
行
っ
た
ほ
か
、
米

し
避
難
者
の
皆
様
の
受
け県

実
施
分
の

の
放
射
性
物
質
検
査
を
県

52
カ
所
に
加

所
に
お
い
て
実
施
す
る
な

え
、
市
独
自
で
３
０
０
カ

農
作
物
や
食
品
の
安
全
性

ど
、
本
市
で
生
産
さ
れ
る
農行

い
、
風
評
被
害
払
拭
へ

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的
に

ま
い
り
ま
し
た
。

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま方

市
地
域
・
家
庭
医
療
セ

一
方
、
５
月
に
は
喜
多
方

ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
☆
き
ら
り
」
が
開
所
し
た
ほ
か
田

付
川
に
架
か
る
「
幸
橋
」
が
完
成
し
、
11
月
に
は
国

道
１
２
１
号
会
津
縦
貫
北
道
路
の
喜
多
方
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
塩
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通
す

る
な
ど
、
本
市
の
活
性
化
に
繫
が
る
出
来
事
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
市
民
の
皆
様
が
１
日
も
早
く
大
震
災

以
前
の
よ
う
な
生
活
を
取
り
戻
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
市
総
合

計
画
に
掲
げ
る｢

豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ

る
生
活
・
観
光
都
市｣

の
実
現
に
向
け
、
産
業
振
興

な
ど
本
市
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
引
き
続
き
「
市
民
の
手
に
よ
る

市
政
、
市
民
の
た
め
の
市
政
」
を
基
本
と
し
、
大
地
・

産
業
・
健
康
・
育
み
・
地
域
の
５
つ
の
「
喜
多
方
の

ち
か
ら
」
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
健
康
に
十
分
ご
留
意

い
た
だ
き
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
の
多
い
１

年
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
最
優
先
に

産
業
振
興
な
ど
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

市 　長
山 口 信 也山 口 信 也

ご 挨 拶



　広報きたかた　2012.1◯　◯◯

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

、
日
頃
よ
り
、
市
政
発
展

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

の
た
め
に
多
大
な
る
ご
理
解。

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

民
の
た
め
の
議
会
、
開
か
れ

議
長
就
任
以
来
、
市
民

置
き
、
議
会
運
営
に
努
め

た
議
会
の
理
念
を
念
頭
に
置を

迎
え
て
、
喜
多
方
市
の

て
ま
い
り
ま
し
た
。
初
春
を、

な
お
一
層
、
力
を
尽
く

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

し
て
ま
い
る
べ
く
決
意
を
新大

震
災
お
よ
び
福
島
第
一

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
大

原
発
事
故
と
い
う
未
曽
有

本
市
に
お
い
て
も
、
風
評

変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

災
・
原
発
事
故
に
よ
る
影

被
害
を
は
じ
め
と
し
た
震
災状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
本

響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
状そ

し
て
東
北
地
方
全
体
が

市
の
み
な
ら
ず
福
島
県
、

歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な

復
興
に
向
か
っ
て
力
強
く
歩災

お
よ
び
原
発
事
故
の
諸

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
震
災市

議
会
東
日
本
大
震
災

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

後
も
迅
速
か
つ
積
極
的
に

対
策
本
部
を
中
心
に
、
今

で
あ
り
ま
す
。

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
でお

い
て
は
、
安
全
安
心
な

そ
し
て
、
市
政
全
般
に
お

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
都
市
基
盤
・
生
活
関
連
施
設

の
整
備
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
の
充
実
、
さ
ら
に
は

行
政
改
革
の
推
進
な
ど
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
市
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
十
分
お
聴
き
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
は
二
元
代
表
制
の
下
で
、
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
執
行
機
関
と
の
立
場
や
権
能
の
違
い

を
踏
ま
え
、
常
に
緊
張
あ
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
お
よ
び
市
政
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
改
革

を
推
し
進
め
、
行
政
へ
の
監
視
お
よ
び
評
価
を
は
じ

め
、
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
厚
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

課
題
を
克
服
し
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

市議会議長
佐 藤 昭 大佐 藤 昭 大

新 年 の
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高齢者福祉計画　第五期介護保険事業計画
策定に向け協議・検討をしています

●
平
成
２３
年
６
月
２２
日
（
第
１
回
）

○
主
な
協
議
事
項

・
高
齢
者
福
祉
計
画
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
評
価
分
析
に
つ
い
て

●
平
成
２３
年
８
月
２４
日
（
第
２
回
）

○
主
な
協
議
事
項

・「
高
齢
者
福
祉
計
画

第
五
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て

・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
つ
い

て●
平
成
２３
年
１１
月
１
日
（
第
３
回
）

○
主
な
協
議
事
項

・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
の
分

析
結
果
に
つ
い
て

・「
高
齢
者
福
祉
計
画

第
五
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
骨
子
案
に
つ
い
て

・
日
常
生
活
圏
域
の
設
定
に
つ
い
て

●
平
成
２３
年
１１
月
２５
日
（
第
４
回
）

・
介
護
保
険
料
段
階
に
つ
い
て

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い

て・
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
に
つ
い
て

・「
高
齢
者
福
祉
計
画

第
五
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
案
に
つ
い
て

　市では、現在の「喜多方市高齢者福祉計画　第四期喜多方市介護保険事業計

画」が平成23年度末をもって終了することから、平成24年度から26年度までの３

年間を計画期間とする「喜多方市高齢者福祉計画　第五期喜多方市介護保険事

業計画」策定のための協議・検討をしています。

　この計画は、老人福祉法及び介護保険法に基づいて策定されるもので、高齢

者福祉事業全般及び介護保険事業運営の基本となる計画であり、市民の代表15

名で構成される「喜多方市介護保険運営協議会」において検討しています。 

こ
れ
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
地
域
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

高
齢
者
の
健
康
や
日
常
生
活
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。

○
調
査
対
象
者
数
…
１
５
７
３
４
人

○
回
答
者
数
及
び
回
答
率
…
１
０
４
３
７

人

６６
・
３３
％

○
調
査
期
間
…
５
月
１３
日
〜
６
月
１０
日
到

着
分
ま
で

○
実
施
方
法
…
郵
送
方
式

○
主
な
調
査
結
果
内
容
（
結
果
は
回
答
割

合
が
高
い
も
の
の
み
記
載
し
て
い
る
た
め

合
計
が
１
０
０
％
と
は
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

１

調
査
票
の
記
入

本
人
が
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
調
査

結
果
は
高
齢
者
本
人
の
意
向
や
主
観
的
に

み
た
状
況
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

２

家
族
構
成

家
族
と
同
居
し
て
い
る
人
が
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
人
暮
ら
し
が
１
３
７

０
人
（
１４
・
９
％
）、
家
族
と
同
居
の
う
ち

配
偶
者
と
二
人
暮
ら
し
が
１
６
２
８
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

険
運
営
協

開
催
状
況（況（
平
成
２３２３
年
度
）

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
結
果
概
要

ニ
ー
ズ
調
査

項　目 回答者数 割合

本　人 7,144人 75.1％

家　族 2,161人 22.7％

項　目 回答者数 割合

一人暮らし 1,370人 14.9％

家族と同居 7,481人 81.6％

うち配偶者と二人暮らし 1,628人 －

その他（施設入所等） 318人 3.5％
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在
宅
で
の
生
活
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
策
の
充
実
を
希
望
す
る
人
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
整
備
を
望

む
人
の
割
合
も
１０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
調
査
内
容
や
こ
れ
ま

で
の
実
績
、
将
来
の
人
口
推
計
等
を
基
に

検
討
・
協
議
し
、計
画
案
が
ま
と
ま
り
次
第
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

※
詳
し
く
は
担
当
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
２４
）
５
２
３
１

介
護
・
介
助
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原

因
と
し
て
は
、
要
支
援
認
定
者
は
高
齢
に

よ
る
衰
弱
が
最
も
多
く
、
転
倒
・
骨
折
、

脳
卒
中
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護

認
定
者
は
認
知
症
が
最
も
多
く
、
高
齢
に

よ
る
衰
弱
、
脳
卒
中
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。項　　目

要支援認定者 要介護認定者
回答者数 割合 回答者数 割合

高齢による衰弱 72人 14.9％ 292人 20.2％

認知症 18人 3.7％ 373人 25.8％

脳卒中 61人 12.7％ 239人 16.5％

骨折・転倒 67人 13.9％ 169人 11.7％

上記以外（心臓病、関
節の病気等） 264人 54.8％ 372人 25.8％

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
こ

れ
ま
で
住
み
な
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
希

望
さ
れ
て
い
る
人
が
約
６５
％
、
施
設
入
所

（
入
居
）
の
希
望
が
約
１４
％
で
あ
る
が
、
わ

か
ら
な
い
と
回
答
さ
れ
た
人
の
割
合
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

項　　目 回答者数 割合

ホームヘルプやデイサービスなどの介護サービスを
受けながら自宅で生活したい 4,491人 35.3％

家族や親族の世話だけを受けて自宅で生活したい 3,930人 30.9％

どのようにしたらよいかわからない 2,122人 16.7％

特別養護老人ホームなどの施設の入所したい 1,076人 8.4％

介護付き有料老人ホームなどの施設に入所したい 754人 5.9％

その他（入院する等） 357人 2.8％

で
き
る
だ
け
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
高
く
、

保
険
料
が
増
額
と
な
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
充
実
を
望
む
人
の
割
合
は
約

２３
％
。
前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
て
欲
し
い
人
の
割

合
が
４
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
保
険
料

が
増
額
と
な
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
整
備
を
望
む
人
の
割
合
が
２
・
８
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

項　　目 回答者数 割合
介護サービスの利用増はやむを得ない
が、なるべく保険料を上げないで欲しい 5,212人 65.1%

介護サービス提供体制を十分整えて欲
しいので、保険料が現在より高くなって
もやむを得ない

1,768人 22.1％

必要な時に十分な介護サービスを受けら
れなくてもよいから保険料を安くして欲
しい

488人 6.1％

サービス提供体制が不十分なので、体
制を整えるために保険料を上げるべき 76人 1.0％

項　　目 回答者数 割合

高齢者の在宅での生活を支援する保健
福祉サービスの充実 4,859人 24.3%

在宅介護者への経済的支援 2,718人 13.6%

特別養護老人ホームなどの介護保険施
設などの整備 2,003人 10.0%

高齢者同士の交流やいきがいを持てるよ
うな活動機会の拡大や設備の充実 1,842人 9.2%

高齢者の見守り体制の充実 1,455人 7.3%

問問

３

介
護
・
介
助
が
必
要
と
な
っ
た
主
な

原
因（
複
数
回
答
）

４
（
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

今
後
の
生
活
の
希
望（
複
数
回
答
）

５

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
介
護
保
険

料
と
の
関
係
に
つ
い
て（
複
数
回
答
）

６

充
実
を
希
望
す
る
こ
と（
複
数
回
答
）
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市
役
所

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

☎（
２４
）５
２
２
６

○
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

※
市
役
所
で
の
手
続
き
に
は
、
制
限
が
あ
り

ま
す
。
７
ペ
ー
ジ
の
「
年
金
の
手
続
き
・
相

談
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
納
付
場
所
】

各
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※
年
金
事
務
所
や
市
役
所
窓
口
で
は
お
支
払

い
で
き
ま
せ
ん
。

【
納
付
書
の
種
類
】

誕
生
月
〜
３
月
分（
一
括
払
い
分
）、
各
月

払
い
分
な
ど

☆
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

銀
行
口
座
の
印
鑑
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
年
金
手
帳
等
）が
必
要
で
す
。

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
年
金
保
険
料
の
免

除
ま
た
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
学
生
の
方
】

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
免
除
制
度
」

○
必
要
な
も
の
…
学
生
証
の
コ
ピ
ー（
表
と
裏

の
両
面
）、
印
鑑

【
一般
の
納
付
困
難
な
方
】

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」

○
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
証（
離
職
し
た
方
）な
ど

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

○
月
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

○
火
〜
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
が
午

後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
公
的
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
手
続
き
を
す
る
の

か
、
ご
存
知
で
す
か
？

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
る
と
、
す
で
に
厚

生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
以
外
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
年
金
加
入
の

た
め
の
書
類
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
事

務
所
か
市
役
所
の
窓
口
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
を
訪
れ
る
の
が
困
難

な
方
は
必
要
書
類
に
記
入
後
、
年
金
事
務
所

へ
書
類
を
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
必
ず
提
出
が
必
要
な
書
類
】

○
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
加
入
を

ま
ず
は
年
金
取
得
の
手
続
き
を

手
続
き
は
こ
ち
ら
で

納
付
書
の
お
支
払
い
場
所

免
除
制
度
に
つ
い
て

年
金
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

年金事務所が遠い…そんな時は

ね  ん  き  ん  出  張  相 談
年金事務所と同じ相談・手続きができます。

　日時：毎月第３木曜日　午前10時～午後４時
　場所：喜多方プラザ　１階第一会議室

※前日までに予約が必要です
☎０２４２（27）５３２１

ナビダイヤルで⑨の次に②を選択してください。

二十歳の国民年金手続き

年

金

事

務

所

20
歳
に
な
っ
た
方

書類の送付
（20歳の誕生月はじめ）

取得届書の提出
（市役所窓口でも可能）

年金手帳、納付書の
送付（１カ月程度）

〒966-8516　会津若松市追手町５-16

祝成人
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※ １ 本人が直接年金事務所へ基礎年金番号を伝えた場合、お電話にて再発行の手続きができます。
※２ 亡くなった方の年金が国民年金のみの場合受け付けできます。
※３　発病後、初めて医療機関を受診したときが国民年金加入期間だった方のみ受け付けできます。

各手続きに必要な書類など、お気軽にお問い合せください。（問い合わせ先は右ページをご覧ください）

手 続 き 内 容
手続き場所

年金
事務所

市役所 その他

年
金
を
納
め
て
い
る
方

国民年金1号の取得　例：20歳、会社などを退職したとき ○ ○

厚生年金2号の加入 例：会社などに入社したとき

国民年金3号（2号へ扶養される方）への切り替え
× × ○各勤務先の会社等

納付書による保険料の納付 × × ○各金融機関、コンビニ

納付書の再発行 ○※１ ▲※１

保険料の口座振替受け付け ○ ○ ○各金融機関

付加保険料の受け付け ○ ○

年金手帳の再発行 ○ ▲

年金の免除（一般、学生特例）の受け付け ○ ○

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の再発行 ○ ×

高齢者の任意加入の受け付け ○ ○

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

（これから年金受給）厚生年金期間がある方の請求受け付け ○ ×

（これから年金受給）国民年金のみの方の請求受け付け ○ ○

年金振込み先金融機関の変更受け付け ○ ○

年金証書の再発行 ○ ▲

各通知書（支払・払込通知書、源泉徴収票、年金額改訂

通知書）の再発行
○※１ ▲※１

企業年金 × × ○各勤務先の会社

共済組合関連（公務員など）の手続き × × ○各共済組合

保険会社の年金商品 × × ○各保険会社

そ
の
他

年金記録の訂正、相談（原則として本人） ○ ×

年金額の相談、確認について（原則として本人） ○ ×

年金受給者の方が亡くなったときの手続き ○ ▲※２

年金を受給されていない方が亡くなったときの手続き ○ ▲※２

障害年金の手続き ○ ▲※３

年金の手続き・相談 一覧表
近年、年金手続きは、いくつか変更になりましたので、下記の一覧表で
ご確認ください。年金事務所（旧：社会保険事務所）が主な手続き窓口と
なっています。市役所では申請書等の受け付け業務を行っています。

○…手続きできます　▲…受け付けのみできます（即時発行はできません）　×…受け付けできません

年金記録の訂正や確認
は会津若松年金事務
所へ！遠い方は、右ペ
ージの「ねんきん出張
相談」をご利用ください。

保存版
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◆
日
時

３
月
１１
日（
日
）

【
受
け
付
け
】
８
時
３０
分

【
開
会
式
】
９
時
３０
分

【
競
技
ス
タ
ー
ト
】
１０
時
３０
分

◆
会
場

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場（
熱
塩
加
納

町
）

◆
競
技
種
目

ス
ー
パ
ー
大
回
転（
小
学

生
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
ま
で
の
男
女
別
１５
部

門
）

※
各
部
門
１
回
の
み
の
滑
走
と
し
、
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
競
技
規
則
に
準
じ
ま
す
。

◆
表
彰

○
全
部
門
第
６
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

第
50

三
ノ
倉
ス
キ
ー
大

回
会
津
熱
塩塩
三

会
出
場
者
募
集

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

○
小
学
生
の
部
Ａ（
１
〜
２
年
生
）、
小
学

生
の
部
Ｂ（
３
〜
４
年
生
）、
お
よ
び
中
学

生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
い
て
最
高

タ
イ
ム
の
男
女
に
福
島
民
報
社
杯
を
授
与

し
ま
す
。

○
特
別
賞（
ラ
ッ
キ
ー
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

１
月
１０
日（
火
）〜
２
月
１５

日（
水
）

※
申
込
書
に
参
加
料（
１
人
２
０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送（
申
し
込

み
締
め
切
り
当
日
消
印
有
効
）に
よ
り
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
出
場
を
取
り

消
し
た
場
合
、参
加
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
雪
不
足
、

自
然
災
害
な
ど
で
大
会
が
開
催
で
き
な
い

場
合
は
、
参
加
記
念
品
の
送
付
を
も
っ
て

返
金
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
そ
の
他

○
出
走
の
順
番
は
大
会
事
務
局
で
抽
選
し

ま
す
。

○
出
場
者
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。
不
慮
の
事
故
、
け
が
に

つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
加
入
す
る
傷
害

保
険
の
み
で
の
補
償
と
な
り
ま
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
の
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

○
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
大
会
実
施
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

熱
塩
加
納
総
合
支
所
教
育
課
内

（
会
津
熱
塩
三
ノ
倉
ス
キ
ー
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
）☎（
３６
）２
１
１
７

２
１
１
７

問問

申申

〜
未
来
を
拓ひ
ら

く
喜
多
方
人
〜　

一
つ

強
い
心
・
愛あ
い

敬け
い

の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な

ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
人
に
な

ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、

よ
り
素
晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人
に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き
ま
え
、
良
心
に
背

く
こ
と
の
な
い
人
に
な
ろ
う

　今年度の県教育・文化関係表彰が行われ、社会教育功労者とし
て山﨑信子さん、社会教育功労施設として慶徳公民館がそれぞれ
受賞されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　山﨑さんは、永年にわたる社会教育の進展に尽力された功績が
認められたものです。また、慶徳公民館は、社会教育の振興に貢
献する活動に対する功績が認められたものです。
　おめでとうございます。

福島県教育・文化関係表彰
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市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
、
左
記
の
小
・
中
学
校
の
体
育
施

設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
団
体
登
録

申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、期
限
ま
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
２３
年
度
に
登
録
し
た
団
体
も
、
再
度
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
施
設

◆
利
用
で
き
る
団
体

体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る

方
で
構
成
す
る
団
体

○
１０
人
以
上
で
構
成
し
、
成
人
の
責
任
者

を
有
す
る
団
体

◆
利
用
で
き
る
時
間

学
校
教
育
上
支
障

の
な
い
日
の
午
後
９
時
ま
で（
開
始
時
間

は
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

を
利
用
し
た
際
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
で
、
今
年
度
の
利
用
を
終
了
し

た
方
や
す
で
に
１０
回
利
用
さ
れ
た
方
な
ど

は
、
助
成
金
の
請
求
書
な
ど
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
喜
多
方
市
屋
内
プ
ー
ル
利
用
助
成
申
請

書

②
請
求
書

③
利
用
者
カ
ー
ド

※
申
請
書
様
式
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

◆
提
出
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係係

☎（
２３
）２
１
１
６

平
成
24
年
度

利
用
団
体
募
集

学
校
体
育
施
設設
利

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、
世
界
に
羽

ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）の
役
割
を
十
分
に
踏

ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭

を
築
く
よ
う
努
め
よ
う「

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」

　今年度の日本スポーツ少年団顕彰として、上三宮ソフトボールスポーツ少年団の指導者高橋
正夫さん（上三宮町）が受賞されました。これは、永年にわたるスポーツ少年団の指導・育成の
功績が認められたものです。また、県スポーツ少年団優良団体表彰では、喜多方スキースポー
ツ少年団が受賞されました。これは、永年の活動を通して青少年の健全育成に努め、また、保
護者会の積極的支援体制のもとでの充実した活動の功績が認められたものです。
　おめでとうございます。

日本スポーツ少年団顕彰・福島県スポーツ少年団優良団体表彰

◆
申
請
書
の
受
付
期
間

◆
申
請
書
の
受

１
月
４
日(

水)

〜
２
月
３
日(

金)

◆
申
請
書
の
提
出
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育

課◆
そ
の
他

○
利
用
希
望
の
施
設
・
時
間
帯
が
重
複
す

る
場
合
は
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

○
利
用
に
際
し
て
、
施
設
使
用
料
は
原
則

無
料
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明

代
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

喜
多
方
市
民
プ
ー
ル
の
営
業
期
間
外

に
、
会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

問問

問問

体　育　館 グラウンド

≪小学校≫
第二、塩川、
堂島、姥堂、
駒形、山都、
高郷

≪中学校≫
第一、第二、
塩川、山都、
高郷

≪小学校≫
第一（照明代
有料）、第二、
塩川、堂島、
姥堂、駒形、
山都、高郷
≪中学校≫
塩川（照明代
有料）、山都、
高郷

助
成
制
度
を

屋
内
プ
ー
ル
利
用用
助皆

さ
ん
へ

利
用
さ
れ
て
い
るる
皆
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東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
住
民
の
避

難
に
よ
っ
て
、
献
血
協
力
者
が
大
き
く
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
県
内
の
輸
血

用
血
液
が
大
変
不
足
し
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
、
県
内
で

は
２
０
０
㍉
㍑
献
血
を
１
人
分
と
し
て
１

日
に
４
０
０
人
分
の
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
、
１
カ
月
で
約

１
０
０
０
人
分
の
血
液
が
足
り
な
い
状
況

で
す
。

不
足
分
は
県
外
の
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
協
力
で
賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
冬
場
は
風
邪
の
流
行
な
ど
で
例
年

献
血
者
が
減
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
深
刻
な

血
液
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
体
に
流
れ
て
い
る
血
液
は
生

き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、
長
い
間
に
わ
た

っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
現
代
の
医
療
技
術
に
お
い
て
も
、
血
液

を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
確
保
し
て
お
く

た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

血
液
は
同
じ
血
液
型
で
あ
っ
て
も
、
一

人
ひ
と
り
微
妙
に
異
な
る
た
め
、
多
人
数

〜
皆
さ
ん
の
愛
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

の
献
血
者
か
ら
の
血
液
を
あ
わ
せ
て
患
者

さ
ん
に
輸
血
す
る
ほ
ど
、
副
作
用（
発
熱
・

じ
ん
ま
し
ん
な
ど
）を
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
他
人
数
の
献
血
者（
２
０
０

㍉
㍑
献
血
）か
ら
の
輸
血
を
受
け
る
よ
り
、

少
人
数
の
献
血
者（
４
０
０
㍉
㍑
献
血
）か

ら
の
輸
血
の
ほ
う
が
、
副
作
用
な
ど
が
起

き
る
確
率
が
軽
減
さ
れ
安
全
性
が
向
上
し

ま
す
。
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
９０
％
以

上
が
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
血
液
製
剤
を
求

め
て
い
ま
す
。
輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん

の
た
め
、
で
き
る
か
ぎ
り
４
０
０
㍉
㍑
献

血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
）

血
液
が
足
り
ま
せ
ん

血
液
は
長
期
保
存
で
き
ま
せ
ん

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
を

１回の
献血量 ２００㎖ ４００㎖

年　齢 １６～６９歳※ 男性：１７～６９歳※
女性：１８～６９歳※

体　重 男性：４５㎏以上
女性：４０㎏以上 男女とも５０㎏以上

※65歳以上の献血については、献血される方の健康を
考え、60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。

献血における採血基準
下の条件を満たしている方は献血ができます。　　
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献
血
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

①
の
受
け
付
け
か
ら
④
の
採
血
が
終
了

す
る
ま
で
、
時
間
に
し
て
約
３０
分
程
で
す
。

①
献
血
受
け
付
け

献
血
の
説
明
を
受
け
、
申
込
書
・
問
診

票
の
記
入
を
行
い
ま
す
。

②
問
診

医
師
に
よ
る
問
診
と
血
圧
測
定
を
行
い
、

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
血
液
検
査

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
と
血
液
型
の
事
前

時
間
に
し
て
30
分

こ
ん
に
ち
は
、
喜
多
方
市
地
域
・
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
髙
栁
で
す
。
最
近
ず

い
ぶ
ん
と
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
も
流
行
す
る

季
節
で
す
の
で
、
今
回
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
聞
く
と
、

「
ワ
ク
チ
ン
」が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
外
来
で
は
時
に「
先
生
、

や
っ
ぱ
り
打
っ
た
方
が
い
い
の
か
い
？
」と

聞
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
に
は
、「
集
団
免
疫
」と
い
う
話

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
集
団
免
疫
」
と
い
う
の
は
、
１

つ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
あ
る
割
合
以
上

の
方
が
免
疫
を
持
つ
と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ

全
体
の
病
気
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
で
す
と
、
あ
る
グ

ル
ー
プ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
７
割
を
超

え
て
く
る
と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
率
が
大
き
く
下
が

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

１００
人
い
た
ら
、
そ
の
う
ち
の
７０
人
以
上
が

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
、
そ
の
１００
人
の
中
で

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る
人
の
数

が
急
激
に
減
る
わ
け
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
喜
多
方
市
全
体

の
住
民
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん

延
を
予
防
す
る
た
め
に
、
患
者
さ
ん
へ
は

「
ワ
ク
チ
ン
」
を
受
け
る
よ
う
に
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ワ
ク
チ
ン
」
以
外
の
予
防
対

策
と
し
て
は
、「
手
洗
い
」
や
「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
手
洗
い
」

は
、
石
け
ん
を
使
っ
て
十
分
な
流
水
で
３０

秒
以
上
か
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
の
は
、
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
き
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン

カ
チ
、
服
の
袖
な
ど
で
口
や
鼻
を
覆
う
こ

と
で
す
。
そ
の
時
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ

に
捨
て
て
い
た
だ
き
、
ハ
ン
カ
チ
や
服
な

ど
も
、
早
め
に
洗
濯
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
市
内
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」「
手
洗
い
」「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
住
民
の
方
み
な
さ
ん
で

実
践
し
、
一
緒
に
予
防
を
し
て
こ
の
冬
を

乗
り
き
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　髙栁　宏史

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

判
定
を
行
い
、
献
血
が
可

能
で
あ
る
か
検
査
し
ま
す
。

④
採
血

採
血
ベ
ッ
ト
に
横
に
な

り
、
採
血
し
ま
す
。（
１０

〜
１５
分
程
度
）

⑤
献
血
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

献
血
カ
ー
ド
に
は
、
次
回
献
血
可
能
日

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
ま

す
。

⑥
休
憩

献
血
後
は
、
十
分
に
水
分
補
給
を
し
、

休
憩
し
ま
す
。

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
、
血
液
検
査
を
実
施
し
、
後

か
ら
検
査
成
績
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
維
持
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

病
気
や
け
が
の
治
療
に
、
輸
血
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
数
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
の

勇
気
と
思
い
や
り
が
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
３０

分
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
２６
ペ
ー
ジ
に
関
連
情
報
）

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

問問
献
血
は
、人
の
命
を
救
え
る

大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

献血後の過ごし方

　献血後は、水分の補給と休憩（少なくとも10分以上）を

とってください。緊張感の強い場合やその日の体調によ

っては、まれに気分が悪くなったりめまいがすることがあります。

そのような場合は、すぐにしゃがむか、横になってください。

また、次の項目については注意をお願いします。

【トイレ】採血直後の排尿は座位でおこなってください。

【階段】使用する際は特に注意してください。

【入浴】２時間以内の入浴と、当日のサウナは避けてください。

【飲酒・喫煙】献血直後は避けてください。

【スポーツ】水泳・マラソンなど激しいスポーツは避けてください。

【重労働】採血側の腕に強い力がかからないようにしてください。


